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ガラスは、古くから光学材料として利用されてきました。
現在でも利用されているのは、ガラスが他の材料系(結晶など)
と比較し、成形が容易であり、組成の自由度が高いという利点
のためです。本研修では、この組成の高い自由度を活用し、多
様な組成のガラス蛍光体を作製します。

作製する蛍光体ガラスは、リアルタイムの量子線センサーで
ある「シンチレータ」や積算線量を記録可能な「熱蛍光体」あ
るいは「輝尽蛍光体」という材料として利用しようと考えて
います。これらの用途で最適な蛍光特性をもつガラスを開発
しましょう。

「発光中心」として添加したカチオンの価数状態により、
多様な波長(色)で発光するガラスが得られます。
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